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日本の花火
　花火仲間でもある友人が、みごとな尺玉（直径約
30ｃｍの花火玉）のレプリカを山梨の若い花火師さ
んから預かっている。その花火玉の名前は「昇り曲
導付三重芯未来変化菊」。いつかその花火師さんが、
名前通りの花火を打ち上げる日まで、友人はレプリ
カを大事に預かっているそうだ。
　花火玉にはそれぞれ、どのような花火が揚がるか
を表す名前が付けられている。友人が預かっている
花火玉の名前の「昇り曲導付」という部分は、その花
火が上空に到達するまでに、楽しい工夫があること

を表している。「三重芯」というのは、花火に3つの
芯がある（全体で4色の丸い花火）ということであり、

「未来変化菊」という部分は、未来を感じさせるよう
に花火の色が変化する菊型花火であるということだ。
その花火玉のレプリカを作った花火師さんによると

「まだ誰も見たことの無い変化のある花火を実現し
たい」「その花火を見上げているたくさんの観客の皆
さんが、幸福な未来を迎えられますように」という、2
つの想いを込めた花火として命名したようだ。いつ
か近い将来、その本物の素晴らしい花火が打ちあが
る際には、私も是非、その場に居合わせたいと切に
願っている。

　祝い事やイベントの添え物的に発生したような海
外の花火とは異なり、日本の花火の原点には慰霊や
祈願などの想いがある。単なる夏の風物詩と言え
ない歴史が多くの花火大会にはあるのだ。そんな
想いの籠った花火大会を思うとき、最近の天候不順
への心配が頭をよぎる。去年は、突然の局地的集中
豪雨で、２大会（隅田川・諏訪湖）が開催直後に中止に
なった。これは歴史ある2大会史上初めての出来事
だった。私も長野の諏訪湖湖上花火大会で初めて
遭遇し、その雨の凄まじさに、これからの多くの花火
大会関係者の危機管理を含めた運営のご苦労は、ま
すます増えるだろうと心配になった。
　本来、花火大会というのは、地元の人の熱い想い
がなければ開催は難しい。多くの人を引き付ける花
火大会であれば、創意工夫や関係者の方々の努力も
生半可なものではない。情報が発信しやすくなった
現代では、地域振興や観光資源としての側面も大い
にあるし、時間をかけて精魂込めて作った花火師さ
んたちの花火への想いもある。そんな魅力あふれ
る花火大会ではあるが、安全に楽しむためには、我々
観客の側にも相当の覚悟と準備がこれからは必要に
なってくるのかもしれない。人の押し寄せる有名な
花火大会であればあるほど尚更である。
　去年の諏訪湖の集中豪雨時には、スマートフォン
での情報も役に立ったが、あまりに多くの人ごみの
中では、電波の割り当て容量を超えてしまい、繋がら
ない場合も想定しておく必要がある。諏訪湖では雨
で端末が濡れ、役に立たなくなった人を多く見かけ
た。その点を考慮すると、簡易型ラジオを持参する
か、スマートフォンの情報をあてにするにしても、防
水対策を万全に施しておくことが大事だと思う。雨
具の準備やタオル、懐中電灯なども多いに役に立つ。
小さな子供やお年寄りを連れて行く場合などは、夏
であっても保温シートを人数分持っていくことも考
えたほうが良さそうだ。大会開始直後の災害を考え
ると、残念ながら、開始前の深酒を控える心構えも必
要かも。グループ行動の場合などは、はぐれた場合
も考え集合場所なども話し合っておくべきだろう。
　私は今年からそんな準備をしていくつもりだ。今
年の夏も、多くの人が安全に楽しく、美しい日本の花
火を満喫してほしいと願っている。
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３
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９
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滞
の
緩
和
、
地
域
の
活
性

化
は
も
ち
ろ
ん
、
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
、
津
波
、
豪
雨
災

害
時
の
避
難
や
緊
急
輸
送
の
強
化
が
図
ら

れ
ま
す
。

　

四
国
で
は
、
今
回
開
通
し
た
南
国
安
芸

道
路
を
は
じ
め
、
四
国
４
県
を
自
動
車
専

用
道
路
で
８
の
字
に
結
ぶ『
四
国
８
の
字

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を「
命
の
道
」
と
も
呼
び
、

緊
急
輸
送
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た
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に
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成
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待
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れ
て
い
ま
す
。
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州
支
部
は
、
平
成
25
年
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月
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日
に
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場
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開
催
し
ま
し
た
。
見
学

会
は
建
設
業
に
お
け
る
将
来
の
担
い
手
で

あ
る
琉
球
大
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設
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縄
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約
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２
０
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メ
ー
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ア
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と
技
術
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育
成
さ

ら
に
Ｐ
Ｃ
構
造
物
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す
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知
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も
ら
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を
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と
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す
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会
場
と
な
っ
た
現
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、
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縄
総
合
事

務
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が
整
備
を
進
め
て
い
る
沖
縄
西
海

岸
道
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に
位
置
す
る
浦
添
市
の
臨
港
道
路

（
浦
添
線
）に
架
か
る
８
３
７
ｍ
の
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梁

上
部
工
事
で
、
当
初
海
岸
線
を
埋
立
て
す

る
計
画
を
自
然
環
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に
配
慮
し
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梁
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と
変
更
し
た
も
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で
す
。

　

現
場
見
学
会
に
先
立
ち
、
各
校
に
出
向

き
支
部
担
当
者
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
橋
の
仕
組

み
・
原
理
に
つ
い
て
模
型
を
用
い
た
講
座

も
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
た
ち
は

橋
面
か
ら
近
く
に
見
え
る
大
型
機
材
と
施

工
風
景
に
興
味
を
持
っ
た
様
子
で
、
色
々

な
質
問
・
意
見
も
飛
び
交
い
、
Ｐ
Ｃ
技
術

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ
た
と
実

感
し
ま
し
た
。

出展：国土交通省近畿地方整備局資料より
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